第2巻第11課

第11課　身の回りのもの
目標
	日本語学習目標
・友達とものの貸し借りをしたり、ものを見せ合ったりできる。　
・だれの所有かを言ったり聞いたりすることができる。

・日本語のイントネーションの大切さについて考える。
文化・人間関係目標

・相手の持っているものに興味関心を持っている状況、何かがなくて困っている状況で相手に働きかけていくことができる。

・他人の所有物を手にするとき（ものを借りる、見せてもらうとき）の自分の言語行動を振り返るとともに、自分の行動を相手がどのように感じるのかを考える。
	文字学習目標

・カタカナ（8文字）を読んだり書いたりできる。




主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント
・美佳は転校初日なので教科書がなく、周りの人に見せてもらう必要がある場面をトピック場面にしました。困ったときは、友達に声をかけていく姿勢が大切だということを意識させて学習活動に入りましょう。

・主題場面に入る前に、漫画のストーリーを振り返り、転校初日であること、授業中であることを全員で確認するといいでしょう。

問いかけ例

　　　○今、授業中だけど、どんな場面だと思いますか。
○転校初日は教科書を持っていると思いますか。
○美佳は張婷にどんなことを話しかけたと思いますか。
○みんなは美佳のような経験がある？その時、どうしましたか。
　　　○みんなは周りの人に声をかけたいのに声をかけることができなかったという経験はありますか。その時、どんな気持ちでしたか。
●補足説明

なし
学習活動（学习活动）
友達に見せてもらおう！貸してもらおう！
	活動のねらい

	・相手の目の前にあるものについて、見せてもらったり、借りたりすることができる。

・自分のそのときの言語行動を振り返るとともに、自分の行動を相手がどのように感じるかを考える。

・相手の持っているものに興味関心を持っている状況、何かがなくて困っている状況で相手に働きかけていくことができる。　

・相手の持ち物についてほめることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	
	
	■新出

見てもいい？

借りてもいい？

－うん、いいよ。

－どうぞ。

■既習

これ、何？

ありがとう。

－いいえ。
	■新出

かわいい、きれい、かっこいい

ノート、下敷き、雑誌、アルバム、お守り、ペンケース、ペン、単語カード、漫画、電子辞書、修正テープ、携帯電話、のり、CD、プリクラ、定規、鉛筆、シャーペン、消しゴム、はさみ

■既出

いいなあ


●活動内容

・美佳があるものがなくて困った場面や友達の持ち物に興味を持った場面の漫画を見ながら、自分だったらどうするかを考えます。また、美佳がどう友達に自分の気持ちを伝えたかを知ります。そして、自分も日本語で友達に言ってみます。
●制作意図＆授業のヒント

・P67では、4つの場面ごとに美佳の気持ちが吹き出しの中に中国語で提示されています。日本語を導入する前に、自分が美佳なら普段どんな行動をしているか、中国語でロールプレイをして言語行動を振り返らせるといいでしょう。

・4つの場面を利用して日本語の表現を導入する際は、生徒が「見てみたい」「借りてみたい」と思う実物を使うといいでしょう。

・P68～69の写真を利用して、借りたり、見せてもらったりする練習ができます。実際に自分の持ち物を利用して会話をすると、更にいいでしょう。

・P68～69の活動をするとき、「これ、借りてもいい？」「これ、見てもいい？」だけ言うのではなく、「これ、何？」「かっこいい」など、相手のものに関心を示していることを表す言葉も積極的に使うようにしましょう。

・先生に借りるときは「これ、借りてもいい？」は失礼です。先生には「先生、～を借りてもいいですか？」といいます。

・P68～69の語彙は覚えなければならない語彙ではありません。興味があるものを覚えれば十分です。

●補足説明
・P68～69の美佳の持ち物について

お守り：身につけているといいことがあります。また、危機を避けられると信じられています。日本では神社で交通安全や学業成就などさまざまなお守りが売られています。

単語カード：日本の中高校生が単語を覚えるときによく使います。小さいので、持ち歩きができて便利です。例えば中国語を勉強している生徒が、表面に「ノート」、裏面に「笔记本」と書いて、「ノート」の面のほうを見て意味を思い出します。

これだれの？

	活動のねらい

	・自分の手元にあるものについて、だれが持ち主か尋ねたり、だれが持ち主かを言うことができる。

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	
	
	■新出

これ、～さんの？－うん、[わたし／～さん]の。

－ううん、[わたし／～さん]のじゃない。

これ、だれの？

－[わたし／～さん]の。

－わからない。
	


●活動内容

・持ち主がわからないものについて、持ち主を探したり、自分が持ち主であることを表明したりします。
●制作意図＆授業のヒント

・絵を見て意味や場面を想像させましょう。また、所有者のわからないものを拾ったとき、自分はどうしているか考えさせたり、中国語でロールプレイをさせてみたりして、普段の言語行動を振り返らせるのもいいでしょう。

・持ち主がわからない場面を実際に作るために、教師が生徒たちの持ち物を集め、それらを使って活動をするといいでしょう。

●補足説明

・ある物について持ち主がだれなのかを伝える表現には、①「所有者　の　です　」と②「所有者　の　名詞　です」があります。学習活動では①を使っていますが、漫画（P25）では「あっ、わたしの星」と②を使っています。その物を初めて話題に出すときはどちらを使ってもいいですが、既に話題になっているものや、みんなの目の前にある物について言うは①を使うほうが自然です。
これだれの？見てもいい？借りてもいい？
	活動のねらい

	なし

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	
	
	■既出

これ、～さんの？－うん、[わたし／～さん]の。

－ううん、[わたし／～さん]のじゃない。

これ、だれの？

－[わたし／～さん]の。

－わからない。

借りてもいい？／見てもいい？

　－いいよ。

　－ありがとう。
	


●活動内容

・グループにわかれ、ものを各自いくつか机の上に出します。その後、一部のメンバーが入れ替わって、新しいグループを作ります。グループを移動してきた人は、自分が借りたいものについて、持ち主を捜してから、借りてもいいか尋ねます。

●制作意図＆授業のヒント

・P67 ～P70 の活動を総合した活動です。机の上にあるものをみて、借りたいものがあったら、その持ち主を捜してから、その友達に貸してもらえるようお願いします。持ち主がだれかわからないというインフォメーションギャップは、3の絵のようにグループのメンバーを一部変えることによって作りだします。
●補足説明

なし

コラム（专栏）
持ち物
	目標

	・世界の中学生の持ち物に共感をしたり、関心を持ったりする。


●制作意図
・このコラムでは3人の世界の中学生の持ち物を写真で紹介しています。写真を見て、共通点や相違点を発見したり、持ち主の生活や好きなことなどを想像したりしてみましょう。
◇気づかせたいポイント

　　　　・居住している地域（アジア圏、ヨーロッパ圏）による持ち物の違いの有無

　　　　・男女による持ち物の違いの有無

　　　　・さまざまなもの（商品）の流通の状況（同じ商品が世界中で購入できる）など

●授業のヒント
・教科書の写真が小さいので、授業では素材集CD-ROMに入っている写真を使うといいでしょう。
・世界の中学生3人の持ち物を日本語で言ってみることができます。
・みんなで机の上に自分の持ち物を出して、持っているものの共通性、相違性を探してみます。また、友達の持ち物の中に手にとって見せてもらいたいものがあれば、見せてもらえるように日本語で頼んでみる活動をしてもいいでしょう。
・自分のかばんの中にあるものをノートに書かせたり、グループ内で発表させたりします。それから、みんなが共通で持っているもの、個人によって違うもの、男女によって違う持ち物の3つの観点から持ち物についてまとめ、世界の中学生の持ち物の写真と比較して、自分たちの持ち物と共通している点、違っている点などを話し合ってみましょう。世界の中学生の持ち物を観察するときには、男女の違い、国による違いがあるかに注目するといいでしょう。
・一人は世界の中学生役になって、もう一人が興味のあるものやもっとよく見たいものを指差して、「これ、何？」などと質問してみることもできます。
・中国の学校では持ってくることが禁止されているものがないか、探してみてもおもしろいでしょう。
●補足説明
・エンフマーの持ち物：
　教科書、ノート、文房具（カラフルなペン、ハサミ、のり、カッターなど）、手芸の科目で使う道具など
　＊手芸の科目で使う道具については、巻頭の「世界の中学生の日常生活2」のエンフマーの写真も併せて見るといいでしょう。
・マイケルの持ち物：
　教科書、ノート、参考資料、ペンケース、お弁当、コーラ、MP3（iPod）
・アーニャの持ち物：
　ノート、教科書、ペンケース、カラフルなペン、色鉛筆など
●補足説明
なし

考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「在这种情况下应该怎么说？」は、それぞれの場面でどんな表現を使うか、口頭で、また書いて確認しましょう。

・「问问朋友吧！」は、絵を見ながら11課で出てきた表現を確認できます。確認するとき、録音を聞いて確認してもいいでしょう。

●補足説明
参考解答

　　一段目左　これ、見てもいい？　　　一段目右　これ、借りてもいい？

　　二段目左　これ、王さんの？　　　　一段目右　これ、だれの？

日本語広場（日语广场）
イントネーション
	目標

	・日本語のイントネーションが人間関係作りに大切であることを、中国語と比較しながら考えることができる。


●制作意図＆授業のヒント

・イントネーションは発話者の意図によって異なります。イントネーションを間違えると、相手に自分の意図が正確に伝わらなくなることがあることに気づかせることを意図しました。身近な例として、最初に中国語の会話の例を取り上げました。
・1では、録音を聴いて、2つの場面についてそれぞれイントネーションの違いと発話者の意図を考えさせましょう。

・2では、A～Cの表現について、それぞれ数パターンのイントネーションが録音されています。それを聞いて、発話者の意図を想像してみましょう。具体的な場面は提示されていないので、生徒からさまざまな回答が出ることが予想されます。ポイントは、イントネーションが異なることとそれぞれの発話意図が異なっていることに気づくことなので、生徒から多様な回答が出てかまいません。

●補足説明
参考解答

1. 左の場面：「没事儿」のイントネーションは平坦。
発話意図は、言葉どおり「没事儿」と思っている。　　　　　　　　　　　

右の場面：「没事儿」のイントネーションは下降調。
発話意図は、「没事儿」とは思っていない。

2. 解答例

A　餃子、おいしい～。
（発話意図：感動している）

　　　 餃子、おいしい。
（発話意図：疑問に思っている）
餃子、おいしい。
（発話意図：本当にそうだなあと自分に言い聞かせている）
　　B　ありがとう

―いいえ（発話意図：言葉通り、大丈夫だという気持ち）

　　　 ありがとう

―いいえ（発話意図：嫌だとか怒っている気持ち）

ありがとう

―いいえ（発話意図：嫌だとか仕方がないという気持ち）

　　C　見てもいい？
（発話意図：見てもいいか聞いている）

見てもいい？
（発話意図：何で見せてくれないのかという気持ち）
カタカナ（片假名）
	目標

	・カタカナ8文字が読めて書ける。


●制作意図＆授業のヒント

・カタカナの成り立ちの漢字とひらがなを組みあせる活動は、生徒の想像力を発揮させるように進めましょう。

・この課で扱う8文字を習った後、読めたり書けるようになる表現
　トピックと関係する語彙：ノート、消しゴム、アルバム、ゲーム（第11課）
以下は第10課の段階で読み書きができるもの

ペン、ペンケース、シャーペン、12ページ

トピックと関係のない語彙：コーヒー、ピザ、アイス

テニス、ギター、ピアノ、ゲーム（第1巻学習活動）

テレビ、カーテン、ドア、ダンス、フルート（第1巻参考語彙）
・付録の五十音図1、2も利用しながら授業ができます。五十音図2の連想法カタカナは、ほかのアイデアを生徒に考えさせることもできます。
●補足説明
参考解答：ム（牟）、ア（阿）、ニ（二）、テ（天）、ノ（乃）、ル（流）、ヒ（比）、タ（多）
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